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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
皆様こんにちは。環境局排出量取引担当の中村と申します。
それでは、排出量取引実績等の解説として、資料４に沿ってご報告させていただきます。
ここでは、排出量取引に関係される方々の参考となる情報として、
１　取引実績等
２　第一計画期間及び第二計画期間の最新の需給量推計
についてお話しいたします。
また、資料４の後半２５ｐには参考として、今年８月より事業者様にご協力をいただいた、「東京都の排出量取引制度に関するアンケート」の調査結果を掲載しております。毎年実施しているアンケートで、今年も事業者様の取引に対するお考え、取組状況などをお伺いし、結果をまとめましたので、こちらはお時間のある時に見ていただければと存じます。ご回答いただいた皆様、ご協力ありがとうございました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まず、
についてです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらは今年の２月１９日にプレス発表し、都のホームページにも掲載している内容ですが、第一計画期間４年度目である平成２５年度の削減実績、すなわち昨年度対象事業所様に提出いただいた計画書・実績報告を集計した結果、基準年度比で２３％削減が達成されました。震災直後の大幅削減が継続しており、約６割の事業所で前年度を上回る削減、全国の削減レベルの２倍相当の高いレベルの削減を実現していただいています。
企業様に省エネの取組状況について伺ったアンケートの回答内容を拝見しますと、ＬＥＤ導入などの新たな対策により削減レベルが進化していること、大幅かつ継続的な削減の要因は、企業トップの省エネへの関心の高まり、各事業者による積極的な高効率機器の採用等が寄与している、ということが分かります。

都内排出状況ではなく、都制度対象事業所の排出状況である
プレスの抜粋としては、第1期90％以上達成、第二期でも７０％達成、の情報が重要では。(もう1枚追加できる）

需給量推計にも反映、はここにはいらないのでは。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ではまず、取引実績についてご紹介します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・続いてスライド４ページはクレジットの発行状況です。
・年度別の合計は一番右の列をご覧下さい。こちらも、平成23年度から平成27年9月に至るまでの超過削減量、都内中小クレジット、再エネクレジットの発行状況の集計です。一番左の列の超過削減量の発行状況を見ていただきますと、平成26年度は115件約64トン、9月現在で今年度は62件約27万トンが発行されています。
・第二計画期間に超過削減量をバンキングするには来年9月の整理期間の終了日までに発行手続きを行っていただく必要があることを考えると、この数字は少ないですが、今月の計画書ご提出後、第一計画期間の発行可能量を一括して発行申請される事業者様が急速に増えるものと予測しております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・３頁は、クレジットの取引状況です�・この表では、平成23年度から平成27年9月に至るまでのクレジットの口座間の移転状況を示しています。
・一番の行をご覧ください。指定管理口座から一般管理口座への移転、これは指定管理口座に発行した超過削減量を一般管理口座へ移転し、クレジットを取引可能な状態にする移転ということになりますが、これが26年度は103件、約53万トン、今年度27年度も9月時点で58件、約18万トンが移転しています。
・所有者が変わるという意味での一般的な排出量取引は、上から2つ目の「一般管理口座間の移転」です。内訳の一番上が、一般的に各事業者の皆様に関わりのある超過削減量の移転についてですが、これが26年度は29件、約3万トン、9月時点で今年度は13件の取引がありました。この13件には、超過削減量を持つ事業者と削減不足事業者が直接クレジット売買する場合のほか、超過削減クレジットをもつ事業者が仲介事業者にクレジットを売却する場合、あるいは不足事業者がクレジットを仲介事業者から買う場合もそれぞれここに１カウントとして計上されます。
・そう考えますと、今年度から整理期間が始まっているものの、義務履行に向けた超過削減量の取引はまだそこまで行われておらず、来年の義務履行期限に向けて取引はこれからが本格化すると考えられます。
・また一番下の行の義務充当は、これまでのところ今年度は6件1,700トン、23年度から27年度まで合計して約2万4千トン充当されている状況です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・続いてスライド４ページはクレジットの発行状況です。
・年度別の合計は一番右の列をご覧下さい。こちらも、平成23年度から平成27年9月に至るまでの超過削減量、都内中小クレジット、再エネクレジットの発行状況の集計です。一番左の列の超過削減量の発行状況を見ていただきますと、平成26年度は115件約64トン、9月現在で今年度は62件約27万トンが発行されています。
・第二計画期間に超過削減量をバンキングするには来年9月の整理期間の終了日までに発行手続きを行っていただく必要があることを考えると、この数字は少ないですが、今月の計画書ご提出後、第一計画期間の発行可能量を一括して発行申請される事業者様が急速に増えるものと予測しております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・オフセットクレジットの事前申請状況です。
・「都内中小クレジット」、「再エネクレジット」及び「都外クレジット」の発行を予定している事業者の方には、事前にその旨を東京都に申請していただいております。
・こちらも、今年９月末時点までの事前申請の状況になります。
・この表のとおり、都内中小クレジットは、5年間合計で約10万4千トンの削減がある見通しです。
・再エネクレジットにつきましては、再生可能エネルギーに関する設備の認定になりますが、約1万1千トンの創出が見込まれます。
・なお、この事前申請状況は、グリーン電力証書など、再エネクレジットのうち（その他削減量）に分類されるものは事前申請にあたる設備認定がないため含んでいません。
・これらオフセットクレジットの合計では、約２1万ｔCO2の創出が見込まれています。
・ただし、これは全てが第一計画期間に創出されるのではなく、一部は第2計画期間になってからクレジット化されるものも含んでいます。
・参考として、その他ガス削減量は、自らの削減にしか利用できず排出量取引には利用できないのですが、その量は約46万トンになります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
つづいて、第一計画期間及び第二計画期間の最新の需給量推計結果についてご報告します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
需給量推計とは、第一計画期間及び第二計画期間のクレジットの需要量及び供給量について
　○都が保有する情報等に基づき推計
　○今後の傾向を示したもの
です。ここで言うクレジットの需要量とは、「排出量取引により、クレジットを調達する必要がある量」を指し、クレジットの供給量とは「発行されるクレジットのうち、取引の対象となっている（と思われる）量」を指します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
需給量推計とは、第一計画期間及び第二計画期間のクレジットの需要量及び供給量について
　○都が保有する情報等に基づき推計
　○今後の傾向を示したもの
です。ここで言うクレジットの需要量とは、「排出量取引により、クレジットを調達する必要がある量」を指し、クレジットの供給量とは「発行されるクレジットのうち、取引の対象となっている（と思われる）量」を指します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
需給量推計とは、第一計画期間及び第二計画期間のクレジットの需要量及び供給量について
　○都が保有する情報等に基づき推計
　○今後の傾向を示したもの
です。ここで言うクレジットの需要量とは、「排出量取引により、クレジットを調達する必要がある量」を指し、クレジットの供給量とは「発行されるクレジットのうち、取引の対象となっている（と思われる）量」を指します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
需給量推計とは、第一計画期間及び第二計画期間のクレジットの需要量及び供給量について
　○都が保有する情報等に基づき推計
　○今後の傾向を示したもの
です。ここで言うクレジットの需要量とは、「排出量取引により、クレジットを調達する必要がある量」を指し、クレジットの供給量とは「発行されるクレジットのうち、取引の対象となっている（と思われる）量」を指します。


SELWR. . Y 1.
P R EE DR

OLOYRDIR N EBFEITOZEBZRLTVSEESE

AR FEFELADIDD

AR DHIEXNREEEZELYVILDYMNIET HEHETEF-
TWASA[EEEA F LY

v BEEDERZTRITLTITOTWWAEESEL

ECTEEHIOM?

v IYFUT IDITIZS MW= WNTWNSEESE

v RIEZ{TEHmERT. RIRFEATEA IR ImAICE
XL TCWSEEHE

v ZOM, REEBDR—LRX— TIHHRIZH

16


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今更説明するのも何ですが、本日のマッチングフェアの開催意義でもあります。
超過削減量に限らず、当然ですがグリーンエネルギー証書・再エネクレジットでも義務履行は可能です。

買い手としてやるべきことは、　
 ○本日ブースを利用し、相談する。
○具体的に希望を伝えて問い合わせる。
○仲介を依頼する。買い手としての希望を伝える。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
１０ｐです。需給量推計とは、今申し上げたように、都の保有する情報に基づき、今後のクレジットの需要量と供給量の傾向を示したものですが、その数量を導く際の前提条件を示しています。
需要量・供給量共通の考え方として、今現在量が確定している平成25年度の排出実績が継続すると仮定して各事業所の排出量を推計しています。また、第二計画期間の排出係数変更に伴う基準排出量の再計算・バンキングの増量は考慮していません。
クレジットの需要量については、平成25年度の排出実績が継続すると仮定して排出量を推計した結果、削減不足となる事業所の不足量を合計しています。この需要量については、本日の発表では、６月の取引セミナーで発表した推計値から変更はありません。
クレジットの供給量については、クレジットの発行見込量のうち、実際に所有者等が売却を考えている量を推計しています。売却を考えているかどうかというのは、今年8月のアンケート結果からクレジットの購入に関する意向を分析し、供給見込量を再度推計しています。今年６月の取引セミナーの際には１年古いアンケート結果を使って分析していましたので、この、クレジットの供給量の部分が、本日のセミナーで値を更新した部分になります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
１０ｐです。需給量推計とは、今申し上げたように、都の保有する情報に基づき、今後のクレジットの需要量と供給量の傾向を示したものですが、その数量を導く際の前提条件を示しています。
需要量・供給量共通の考え方として、今現在量が確定している平成25年度の排出実績が継続すると仮定して各事業所の排出量を推計しています。また、第二計画期間の排出係数変更に伴う基準排出量の再計算・バンキングの増量は考慮していません。
クレジットの需要量については、平成25年度の排出実績が継続すると仮定して排出量を推計した結果、削減不足となる事業所の不足量を合計しています。この需要量については、本日の発表では、６月の取引セミナーで発表した推計値から変更はありません。
クレジットの供給量については、クレジットの発行見込量のうち、実際に所有者等が売却を考えている量を推計しています。売却を考えているかどうかというのは、今年8月のアンケート結果からクレジットの購入に関する意向を分析し、供給見込量を再度推計しています。今年６月の取引セミナーの際には１年古いアンケート結果を使って分析していましたので、この、クレジットの供給量の部分が、本日のセミナーで値を更新した部分になります。



SELER. . % 1.
IREIHAFEESET

BkombE EXI RETIEES

v BKGREE L RETEEDNRIFRIBEEAREHICEDELAR

v STEEZDLDLE, FEENCHELIZABZDESEXT—ERNER—L
R=—UTRARINTLS

vV BEDHIERREREICOVTTHNILFES. EFREMETLIOTHN
;:J: )—f%fi'%b‘“iﬁﬁﬁ'égé(#ﬁi@ﬁﬂi)ﬂi%@’ﬁ%(:’)L\'Cl:l:?r%lﬁib\&ﬁj\h\%
oLy

HRhEHE|F(CR D16

v ARERLTIBEROILOVNEDORTA(OBEEERVOELEN) A
ABISN TS,

KEEEZEDARKR (P21SE) NTAAZEK http//www.kankyo.metro.tokyo.jp/climate/large_scale/data.htm

19


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
現在の都の公開情報からも、探すことは可能なのです。
業界団体、取引先等…
超過削減量を持つと思われる制度対象事業者を自ら探すことなどできるのか？


http://www.kankyo.metro.tokyo.jp/climate/large_scale/cap_and_trade/data.html%23torihiki
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
公表されている計画書の内容から、超過削減量の有無の推測をすることも可能です。

まだ特定になっていない事業所や、排出量が空欄になっている事業所もあったりするので、計算に当たっては注意が必要です。
しかし、このような情報を元に取引先・関連企業・出身校などコネのある義務者の状況を確認し、取引につなげる、ということもできます。
商品の購入とあわせてクレジットも購入、などということもありうるかもしれません。
再度繰り返しますが、この方法によって超過削減量の有無はあくまでも予測できるだけですので、そのあたりはご注意ください。

口座の情報とあわせれば、たとえば、超過削減量が多量に見込める、連絡先を公開している取引先、という事業所が見つかるかもしれません。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
情報は色々公開しておりますので、このような情報を活用しながら取引についてご決定いただければと思います。
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